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母子健康手帳をリニューアル 表紙デザイン公募と子育て支援アプリを導入 

 

１ 趣旨 

尼崎市は、健やかな子どもが育ち、笑顔が輝く社会をめざし、妊娠期からの切れ目のない子育て支援

を実施しています。本年４月、「20年をつづる母子健康手帳」として、市民の意見を反映し、中身の改

定を行うとともに持ち歩きしやすいサイズに変更したところです。今回、母子健康手帳を通じて、本市

により愛着を持っていただけるよう表紙デザインを公募し、次年度からの採用を予定しています。 

また、紙の母子健康手帳に加え ICT を活用した新たな子育て支援として、母子健康手帳の記録か

ら地域の子育て情報までをスマートフォンなどで簡単にサポートできる電子母子手帳アプリを導入

します。 

 

２ 母子健康手帳表紙デザイン公募について 

(1)募集期間 

８月 1日～31日 

(2)テーマとコンセプト 

・子育てをされる方達が 20年間愛着を持って母子健康手帳を使用できるようなモチーフ・色づかい 

・子どもたちの笑顔があふれる尼崎のまち 

(3)応募資格 

 上記テーマとコンセプトに共感していただける方ならどなたでも 

(4)応募条件 

・イラスト・写真・版画・グラフィックデザイン等デザイン手法や画材は問いません。 

・未発表のオリジナル作品であること。（類似の作品が存在するものや他の著作権を侵害する可

能性のあるものは対象外とします。） 

・印刷物への使用となるため、凹凸のある加工や立体をモチーフとする場合、現物を使用せず、

写真等表面に置き換えること。 

・最終決定後、原画もしくは現物の提出が可能であること。 

・サイズ Ｂ６（128㎜×182mm）、縦型、左綴じ想定で作成すること。 

・「尼崎市」「母子健康手帳」「交付日等持ち主書き込みスペース」を挿入すること。 

(5)応募方法 

メールで作品を添付の上、健康増進課（ama-kenkouzoushin@city.amagasaki.hyogo.jp）へ。 

(6)賞 

採用作品（１点）に賞金３万円を授与します。 

(7)選定方法と公表 

 本市で事前選考により最大５点を選出した上で、選出した応募作品と平成 30 年度、令和元年度

令和元年 7月 18日 

所 属 健康増進課 

所属長 堀池 香 

電 話 06-4869-3033 



 

の表紙デザインを対象に９月中旬に乳幼児健診会場等子育ての関連施設で市民による投票を実施

し、得票数が最も多かった１点を採用します。11月に採用された作品を公表します。 

 (8)周知方法 

市報あまがさき８月号と市ホームページに掲載するとともに、市役所本庁舎や保健所、南北保健

福祉センターなどの子育て関連施設や各地域振興センターなどの市関連施設等でポスターの掲示

とチラシを配架予定 

 

 ３ 電子母子手帳アプリ「母子モ（あまっこすくすくアプリ）」を導入 

８月から、子育て世代に対して、妊婦健診の記録や乳幼

児健診の記録、予防接種のスケジュール管理、地域の子育

てイベント情報などを一目で確認できる子育て支援アプ

リを提供します。英語や中国語など 12言語の多言語にも

対応し、災害などで紙の母子健康手帳を紛失した場合、予

備データとして活用できます。 

(1)名称 

「母子モ（あまっこすくすくアプリ）」 

(2)サービス開始日 

８月 1日から配信開始 

(3) 主な機能（詳細は別紙チラシを参照） 

   ・妊娠経過や育児日記、成長グラフが記録できる 

   ・予防接種情報も管理できる 

   ・記録したデータや写真を家族みんなで共有 

   ・尼崎市の育児情報、イベント・セミナー等の地域から

関連情報が届く 

(4)利用方法 

Ａｐｐ ＳｔｏｒｅかＧｏｏｇｌｅ Ｐｌａｙ からダウ

ンロードできます。通信料は利用者の負担となります。 

▼ｉＯＳ端末を利用している人 

 ＱＲコード 

 

 

▼android端末を利用している人 

 ＱＲコード 

 

 

 (5) 周知方法 

市報あまがさき８月号と市ホームページに掲載するとともに、市役所本庁舎や保健所、南北保

健福祉センターなどの子育て関連施設等へポスターを掲示します。また、案内チラシを妊娠届

出時に配布するほか、乳幼児健診会場や子育て関連施設へ配架予定。 

以 上 






